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［
南
木
曽
署
］
長
野
県
南
木
曽
町
の
国
道
一
九

号
線
か
ら
木
曽
川
に
架
か
る
柿
其
橋
を
渡
り
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
柿
其
水

路
橋
を
く
ぐ
る
と
、
木
曽
川
支
流
の
柿
其
川
の

透
き
と
お
っ
た
流
れ
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

上
流
一
帯
は
、
柿
其
渓
谷
と
呼
ば
れ
、

木
曽
谷
に
数
あ
る
渓
谷
の
中
で
も
、
特

に
美
し
い
と
い
わ
れ
る
柿
其
渓
谷
で

す
。

　

流
域
で
は
、
約
八
キ
ロ
㍍
に
わ
た
っ

て
滝
や
瀬
・
淵
が
点
在
し
、
周
囲
の
岸

壁
や
、
二
〇
〇
年
を
優
に
超
え
る
木
曽

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
天
然
林
と
と
も
に
、
壮

大
な
自
然
の
造
形
美
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
春
の
ツ
ツ
ジ

や
秋
の
紅
葉
な
ど
、
清
冽
な
流
れ
と
と

も
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
豪
快
な
天
然
の
流
水
プ

ー
ル
「
黒
淵
」、
巨
大
な
花
崗
岩
が
壮 やま

やま

32

柿
其
渓
谷

観
な
「
牛
ヶ
滝
」、
展
望
台
か
ら
の

眺
め
が
す
ば
ら
し
い
「
霧
ヶ
滝
」
な

ど
は
、
特
に
人
気
の
高
い
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
林
道
ゲ
ー
ト
か
ら
十
五
分

ほ
ど
歩
い
た
所
で
は
、
カ
エ
デ
の
仲

間
の
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
の
大
木
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
ハ
ナ
ノ
キ
」

は
、
長
野
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
の

限
ら
れ
た
地
域
の
み
に
生
育
し
、
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
南

木
曽
支
署
管
内
の
国
有
林
で
も
、
大

き
な
木
は
二
本
し
か
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

木
曽
に
お
越
し
の
際
に
は
、
少
し

寄
り
道
さ
れ
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

編集　中部森林管理局総務課広報

豪快な天然の流水プールの黒淵

展望台からながめるエメラルド色の淵、
眺めのすばらしい霧ヶ滝

巨大な花崗岩が壮観な牛ヶ滝

アクセス
　公共交通機関を利用した場合
　ＪＲ中央西線十二兼駅下車　徒歩50分
　ＪＲ中央西線南木曽駅下車　タクシー10分
　自動車を利用した場合
　中央自動車道中津川Ｉ．Ｃ．より塩尻方面へ40分
　長野自動車道塩尻Ｉ．Ｃ．より中津川方面へ１時間30分


